
 

 

式根島でも眼科専門診療の実施を！ 
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＜診療所事務長＞ 

式根島からの受診者には迷

惑をかけている。医師と相

談し、回数など検討しニーズ

に応えていきたい。 

東京都の「眼科巡回診療」が

廃止され、その後、実施主体

が町村に変更され。財政や

医師の確保に苦慮していま

す。 

＜診療所事務長＞「ニーズには応えていきたい」と回答 

＜綾議員＞式根島村民の格差をなくして下さい。 

１１月１２日～１３日に実施された眼科専門診療（受診者 84

名、うち式根島10名）において、式根島から受診された方な

どから、「式根島の受診者を優先してくれるのはありがたい

が、早くからきて順番を待っている本村の受診者に申し訳な

いと思う」「潜在的な受診希望者は多い」「式根島でやってく

れればありがたい」などの声がある。本村の受診者は夜暗く

なっても終わらないのが現状。以前は式根島でも眼科専門

診療が実施されていた。受診者・住民の要望からも、式根島

における眼科専門診療の実施や、受診者数の多い科目の回

数拡大などの改善・充実が必要です。 

＜綾議員＞ 日本共産党都議団と力合わせます！ 

改正離島振興法は、「国及び地方公共団体は、医療の   

充実が図られるよう特別の配慮をする」として、初め 

て都道府県の責任も明らかにした。医師の派遣、機材 

設置など、東京都にも強く要望し、しっかり相談して、 

医療提供体制の改善・充実を進めることを求める。 

 

綾とおる議員 12月議会報告 
 

 

大軍拡・大増税反対！インボイス中止を！村民とともに全力尽くします！   村会議員 綾とおる    

日本共産党 19名の東京都議団 
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離島振興法を実効性あるものに！  

本村診療所で入院看護体制の確立を！ 

 
                                          

 

 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<綾議員＞  離島医療の充実を求めました。 

本土の医療機関へ移送を待つ間、責任をもって 

看護にあたれる体制を確立することを求めます。 

本村診療所において、入院は可能か。どんな時に 

入院となるか。一人暮らしで頼る人がいない場 

合の対応はどのようになっていますか。 

〈診療所事務長〉入院は可能と答弁がありました。 

医師が、医療上入院が必要と判断した時で 8 床、

24時間対応（夜間は看護師 1名）。 

食事の提供ができないため家族などにお願いし

ています。役場の職員が対応した例もある。食事

の世話をする人がいないなどで入院を断った事

例はありません。 

 

ありません。   

 

声 ・・今思うこと・・・ 

「式根島に嫁に来るとき

母親が大反対だったけ

れど、一人ぐらしになっ

て医療の不安が大きく、

母親が結婚に反対した理

由がやっと分かって・・。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇式根島都道の危険個所 

グレイチング補修（旧田中商店前） 

 

 

 

 

 

12月 6日、支庁新島出張 

所より回答がありました。 

「予算計上し来年度早期に 

実施致します」 

 

 

 

〇新島連絡船にしき乗り場横 

新島前浜 B堤トイレ、洋式 

化を東京都港湾局に申し入 

れ。「洋式化へ改修」と回答 

声～「和式トイレはひざが痛

くつらくて使えません。」 

 

れました。 

  離島医療の充実は村民の切実な願いです！ 

〈綾議員〉離島における医療はどのようなものと考えるか 

住民の健康といのちにかかわる医療の確保は、最優先の課 

題です。年に数回の専門診療は不可欠です。各専門診療の実 

施回数などは村民の望むものとなっていますか。 

〈村長〉 限られた医療体制で医療ニーズに的確に対応し、専 

門分野に特化した本土の医師と連携して患者の状態にあっ 

た医療を提供していくことと考えています。 

〈診療所事務長〉 医師の判断をもとに科目・回数などを決め 

て,現在６科、年間 19回、延べ日数 38日の専門診療をして 

います。 

                   

 

💛 村民のいのち守る消防団員の処遇が改善されます  

綾とおる議員は消防団員の処遇改善について、令和 4年 3月

議会で条例改正も含めて早期実施を求め質問しました。 

消防庁が消防団員の処遇改善について令和4年4月実施を求めていました。 

＜村の回答＞令和 5年 4月に施行されます。 

年間報酬 10,000円→36,500円に改定 
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